
一般社団法人日本食育コミュニケーション協会

１００年先まで伝えたい食 おもいでごはんストーリーズ研究会
【第１回（５月２８日）・第２回（８月２日）】 報告書

【研究会の目的】

“一緒”に食べる喜びを体感し
笑顔の広がる食卓をふやすこと。

■研究会 事業概要■
・研究会メンバー各社の取り組み
・ゲストスピーカーによる情報提供
・協会としての研究事業の情報提供と報告

■１００年先まで伝えたい食・・・３世代前から３世代先まで受け継ぎ、伝え残したい食
■おもいでごはんストーリーズ・・・ひとり一人のなかにある、食を通した“かけがえのない思い出”のストーリー

■研究会 協賛企業■
ＮＴＴメディアサプライ株式会社
福島工業株式会社
ポッカ・サッポロフード＆ビバレッジ株式会社



■第１回（２０１８年５月２８日）開催

会場：レノボ・ジャパン株式会社（東京都千代田区外神田）
開催時間：午後２時～午後５時

レノボ・ジャパン株式会社様のご協力のもと、
第1回目の会場として開催させていただきました。

「おもいでごはんストーリーズ研究会～１００年先ま
で伝えたい食～」の立ち上げのおもいを
一般社団法人日本食育コミュニケーション協会
代表理事石原奈津子より説明

「おもいでごはんとは・・・」

つくりての“おもい”
食べての“おもい”
未来への“おもい”
それぞれの“おもい”を
食べ方をとおして伝えます。



■第1回目の研究会スケジュール

〇一般社団法人日本食育コミュニケーション協会 代表理事石原奈津子
参加者の紹介／研究会の目的について

〇日本食育コミュニケーション協会 講師 上野ちひろ
「地域に根ざした食の知恵と技術の伝承について
教育ファーム 風の牧場の取り組み」

〇ポッカ・サッポロフード＆ビバレッジ株式会社
経営戦略本部 ビジネスディベロップメント部マネージャー 土屋淳一様
「国産レモンの魅力創出プロジェクト 大崎上島での取り組み」

〇レノボ・ジャパン株式会社 コマーシャル事業企画本部
本部長（当時） 湯浅浩一郎 様
「食の価値を高めるVRショッピングの可能性について 」

〇株式会社３６０channel 代表取締役社長中島健登 様
「VR動画配信のニーズと視聴者の動向について」

〇１００年先まで伝えたい食研究会アドバイザー 大野泰敬様
「１００年先まで伝えたいことを体験する事例紹介」



■第1回 研究会のまとめ ～生産者のおもいを消費者に伝える“体験”～①

■日本食育コミュニケーション協会講師上野ちひろ様より

運営している教育ファーム 『風の牧場』

命の大切さ。食の大切さを学び、体感する場所となっている。
■「風の牧場」
佐賀県藤津郡太良町大浦己９７５−１０２風配高原ファーム内

口にする「食」が、どんなおもいでつくられているのか。
生産者・製造者の「おもい」を知ることで、消費者の食べ方にも変化が起こる。



■第1回 研究会のまとめ ～国産力をあげるサポートをする～②

■研究会の協賛企業 事例紹介

ポッカ・サッポロフード＆ビバレッジ株式会社様より

大崎上島町にて国産レモンの生産を支援

食料自給率は、カロリーベースで３８％。（平成２９年度）

国内の生産量を向上させるためには、消費者が国産や地産
の食材を買い支えることが重要であると同時に、生産者の支
援と育成も必須である。

ポッカ・サッポロフード＆ビバレッジ様では、社員が生産地に
出向き、現状の把握と国産レモンの産地支援を実施。



■第1回 研究会のまとめ ～ＶＲを活用し、食の可能性を提案する～③

レノボ・ジャパン株式会社様より
ＶＲに関する最新情報を提供。

株式会社３６０ｃｈａｎｎｅｌ様より
ＶＲ動画配信サービスについて情報提供。

ＶＲ（Ｖｉｒｔｕａｌ Reality)は、人間の感覚器官に働きかけることで現実に体
験しているような感覚になる。空間や時間を超えた体感も可能。

料理をつくる。食べる。生産する。作業する、などの食に関する体験を
ＶＲでみることで現実に近い感覚となり、現実の体験へと
「動機」づけとなる。



■第1回 研究会のまとめ ～アドバイザー 大野泰敬氏より ～④

【大野泰敬氏プロフィール】

(公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織
委員会 イノベーション推進室 アドバイザー)

2004年からソフトバンクで新規事業など手がけたのち、2006年
にCCCの配信事業などに従事。2008年にはソフトバンクに復帰。
当時日本初上陸のiPhoneマーケティング戦略を手がけ、シェア
拡大に大きく貢献。その後、大手ゲーム会社、インテリジェンス
（現パーソル）で新規事業責任者として従事したのち、戦略コン
サルタントとしての活動を開始。大手企業の事業戦略などを数
多く手がけ、プロジェクトを成功に導く。テクノロジーとコンサルタ
ントの知見を活かし、2018年2月に テクノロジーで社会課題解決
するためのQLIOPAAKを設立。同月、東京オリンピック組織委員
会のIT戦略アドバイザーにも就任。

〇ビックデーター分析による
現代の食生活の傾向

〇最新の食ビジネス紹介

https://www.chefsteps.com/
調理ロボット、他

https://www.chefsteps.com/

